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導入編 


本製品や添付のソフトウエアの特長、導入の際に知っておいていただきたい事柄について説明 
します。また、セットアップの際の手順を説明しています。ここで説明する内容をよく読ん 
で、正しくセットアップしてください。 


特長 （2 ページ） 

本製品の特長や添付（または別売品）のソフトウェア、および各種オプション 
とソフトウェアの組み合わせによって実現できるシステム管理のための機能に 
ついて説明しています。 

導入にあたって （8 ページ） 

本製品をご利用されるシステムを構築する際に知っておいていただきたい事柄 
や、参考となるアドパイスが記載されています。 

お客様登録 （13 ページ） 

お客様登録の方法について説明しています。 Express 5800シリーズ製品に関す 
るさまざまな情報を入手できます。ぜひ登録してください。 

セットアップを始める前に （14 ページ） 

セットアップの順序を説明します。お使いになるオペレーティングシステムや 
購入時の本体によってもセットアップの方法は異なります。 

Windows Server 2003のセットアップ （1 フページ） 

Windows Server 2003で運用する場合のシステムのセツトアップの方法につ 
いて説玥しています。 


HostRA 旧™について （47 ページ） 

本体標準のディスクアレイ機能 （SATA HostRAID ) について説明しています。 
詳細な説明はオンラインドキュメントに記載されています。 
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2 特長 


特長 


お買い求めにな6れた本製品の特長を次に示します。 


議 性能 



• Intel® Pentium® 4 Processor 搭載 

• 高速1000巳 ASE-T/ 1 00BASE-TX/10BASE-T 
インタ フエー ス （ 1 Gbps/100Mbps/ 1 0Mbps 対応) 
參高速ディスクアクセス （SATA 対応） 

• Dual Channel メモリ対応 


• ESMPRO/Server Agent 
參 ESMPRO/ServerManager 


faj 信頼性 

• 温度検知 
• パスワード機能 
• ファン回転監視機能 
• 電圧監視機能 

• メモリ監視機能 （1 ビットエラー 
訂正/2ビットエラー検出） 

• ディスクアレイ (SATA) 



胃 己診断機能 

• Power On Self-Test (POST) 
• テスト診断 ( TeDoLi ) 


I 遽 ぐに使える_ 

ビルド • トゥ • オーダーによりあらかじめ 
使用する〇 S のインストールやオプションの 
取り付けを指定できます。 


富な機能搭載 

• El Torito Bootable CD-ROM(no emulation 
mode) フォーマツトをサボート 

參リモートパワーオン機能 

• AC リンク機能 

參ディスクアレイ (SATA) 標準装備 


利なセットアップ 

嘱 ィ丨 J + ィ_ 

• EXPRESSBUILDER (システムセットアップユーティリティ） 

• ExpressPicnic (セットアップパラメータ FD 作成ユーティリ 
ティ） 

• SETUP (BIOS セットアップユーティリティ） 

• Array Configuration Utility(SATA RAID コンフィ グレー 

シヨンユーティリティ） 


胃 電力機能 

スリープ機能をサポート（オプション 
ボードによっては機能しないものも 
ある） 


133 張性 _ 

• 最大 4 GB のメモリ （1G 巳 X4 : DIMMX4 スロット） 
• USB2.0 対応 
• 豊富な10オプションスロット 

PCI パス （32Bit/33MHz) : 3スロット 
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本装置は、高い信頼性を確保するためのさまざまな機能を提供しています。 

本体に添付されている ESMPRO などのソフトウエアが提供する監視機能との連携により、シ 
ステムの障害を未然に防止、または早期に復旧することができます。 

また、停電などの電源障害からサ_パを守る無停電電源装置、万一のデータ損失に備えるため 
のパツクアツプ装置などといつた各種オプシヨン製品により、さらなる信頼性を確保すること 
ができます。 

各機能はそれぞれ以下のハードウエア、およびソフトウエアにより実現しています。 


管理分野 

必要な八ードウエア 

必要なソフトウェア 

サーバ管理 

サーバ本体機能 

ESMPRO/ServerManager 
ESMPRO/Server Agent 

ストレージ管理 



參ディスク管理 

• ハードウエア全般 

ESMPRO/ServerManager 
ESMPRO/Server Agent 


-本体標準装備のディスクアレイコント 
□—ラ （SATA HostRAID™) 

Adaptec Storage Manager™ - 
Browser Edition 

參パックアップ管理 

DAT/AIT など* 

Windows 標準パックアップツール 
ARCserve for Windows NT* 

巳 ackupExec* 、 NetBackup* 

電源管理 

無停電電源装置 (UPS) * 

ESMPRO/UPSController* 

PowerChute Business Edition* 

(注） 

無停電電源装置により、使用するソ 
フトウェアが異なります。 

ネットワーク管理 

1 00BASE-TX 接続ボードなど* 

WebSAM/Netvisor* 


* オプション製品 
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サーバ 管理 

本体のハードウエアの状態を管理するために 「ESMPRO/ServerAgent」 をインストールし 
てください。 「ESMPRO/ServerAgent」 は本体の稼動状況などを監視するとともに万一の障 
害発生時 「ESMPRO/ServerManager」 と連携してただちに管理者へ通報します。 
ESMPRO/ServerAgent をインストールした場合、データビューアの項目ごとの機能可否は下 
記の表のとおりです。 


機能名 

可否 

機能概要 

ハードウエア 


6 

ハードウエアの物理的な情報を表示する機能です。 


メモリパンク 

〇 

メモリの物理的な情報を表示する機能です。 


装置情報 

〇 

装置固有の情報を表示する機能です。 


CPU 

〇 

CPU の物理的な情報を表示する機能です。 

システム 

〇 

CPU の論理情報参照や負荷率の監視をする機能です。 

メモリの論理情報参照や状態監視をする機能です。 

1/〇デパイス 

〇 

I/O デパイス （ フロッピーディスクドライプ、シリアル 
ポート、パラレルポート、キーボード、マウス、ビデオ） 

の情報参照をする機能です。 

システム環境 


△ 

温度、ファン、電圧、電源、ドアなどを監視する機能で 
す。 


温度 

〇 

筐体内部の温度を監視する機能です。 


フアン 

〇 

ファンを監視する機能です。 


電圧 

〇 

筐体内部の電圧を監視する機能です。 


電源 

X 

電源ュニットを監視する機能です。 


ドア 

X 

Chassis Intrusion (筐体のカバー/ドアの開閉）を監視す 
る機能です。 

ソフトウェア 

〇 

サービス、ドライパ、 0S の情報を参照する機能です。 

ネットワーク 

〇 

ネットワーク (LAN) に関する情報参照やバケット監視を 
する機能です。 

拡張バスデバイス 

〇 

拡張パスデバイスの情報を参照する機能です。 

BIOS 

〇 

BIOS の情報を参照する機能です。 

□一カルポーリング 

〇 

ESMPRO/ServerAgent が取得する任意の MIB 項目の値 
を監視する機能です。 

ストレージ 

〇 

ハードディスクドライプなどのストレージ機器やコント 
□—ラを監視する機能です。 

ファイルシステム 

〇 

ファイルシステム構成の参照や使用率監視をする機能で 
す。 

ディスクアレイ 

〇 

LSI Logic 社製および Promise 社製ディスクアレイコント 
□ーラを監視する機能です。 

その他 

X 

Watch Dog Timer による〇 S ストール監視をする機能で 
す。 

〇 S STOP エラー発生後の通報処理を行う機能です。 


〇：サボート△:—部サポートX:未サポート 



ESMPRO / ServerManager と ESMPRO / ServerAgent は、本体に標準添付されて 
います。各ソフトウェアのインストール方法や使用方法は、各ソフトウェアの 
説明を参照してください。 
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ストレージ管理 

大容量のストレージデパイスを管理するために次の点について留意しておきましょう。 

• ディスク管理 

ハードディスクドライプの耐障害性を高めることは、直接的にシステム全体の信頼性を 
高めることにつながると言えます。本体標準装備の RAID コントローラ（ディスクアレイ 
コント□ーラ）を使用することにより、ディスクドライブをグループ化して冗長性を高 
め、データの損失を防ぐことができます。 


本体のマザーボードには、シリアル ATA ( SATA ) 八ードディスクドライプを接続すること 
ができるチャネルを持っています。また、このチャネルを制御するコントローラによっ 
て RAID ドライプを構築することができます。コント□—ラがサポートしている RAID レべ 
ルは RAIDO と RAID 1 です。 

コント□ーラの制御や各種設定はコントローラに搭載されているコンフィグレーション 
ユーティ リティ rArray Configuration Utility ( ACU ) J を使用します。詳しくは「ハード 
ウェア編」を参照してください。 

運用中の管理•保守はブラウザペースのユーティリティ rAdaptec Storage Manager 1M 
Browser Edition 」 を使用します。使用方法については「ソフトウェア編」、またはオン 
ラインドキュメントを参照してください。 



Adaptec Storage Manager™ - Browser Edition、ESMPRO/ServerManager、 
ESMPRO/ServerAgents は、本体に標準で添付されています。ソフトウェアのイン 
ストール方法や使用方法は、各ソフトウェアの説明を参照してください。 
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• バックアップ管理 

定期的なパックアップは、不意のサーパのダウンに備える最も基本的な対応です。 

DAT 装置や D 1_ T 装置と各種ソフトウエアを使って定期的にパックアップをとってくださ 
し、容量や転送スピード、パックアップスケジュールの設定など、ご使用になる環境に 
合わせて利用してください。 

パックアップデパイスと接続するためにはオプションの SCSI コント□—ラポードが必要 
です。 


アプリケーション名 

説明 

NTBackup(OS 標準） 

Windows 標準のパックアップツール。 

単体パックアップ装置に単純なパックアップを行ろときに使用。 

ARCserve 

( コンピュータ • アソシエイツ社） 

国内で最もポピュラーな PC サーバのパックアップツール。 

スケジュール運用が可能で、集合バックアップ装置、 DB オンライン 
パックアップなどに対応可能。 

巳 ackupExec( ぺリタス社） 

米国で最もポピュラーな PC サーパのパックアップツール。 

NTBackup と同ーテープフォーマットを使用。 

スケジュール運用が可能で、集合バックアップ装置、 DB オンライン 
パックアップなどに対応可能。 

Net 巳 ackup (ペリタス社） 

異種プラットフォーム環境で統合的な制御/管理を実現した、 

BackupExec の上位パックアップツール。基幹業務など大規模システム 
まで対応。オープンファイルパックアップ、 Disaster Recovery を標準 
サポート。 DB オンラインパックアップなどに対応可能。 



NTBackup 





ISr 0 ** ***•■*■*" 


ARCserve 






BackupExec 


NetBackup 
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電源管理 

商用電源のトラプルは、システムを停止させる大きな原因のひとつです。 

停電や瞬断に力〇え、電圧低下、過負荷配電、電力設備の故障などがシステムダウンの要因とな 
る場合があります。 

無停電電源装置 ( LJPS ) は、停電や瞬断で通常使用している商用電源の電圧が低下し始めると、 
自動的にパッテリから電源を供給し、システムの停止を防ぎます。システム管理者は、その間 
にファイルの保存など、必要な処理を行うことができます。さらに電圧や電流の変動を抑え、 
電源ユニットの寿命を延ばして平均故障間隔 ( MTBF ) の延長にも貢献します。また、スケ 
ジュールなどによる本装置の自動 • 無人運転を美現することもできます。 

本製品では、 NEC 社製多機能 UPS ( l - UPSPro ) と、 APC 社製 Smart - UPS の2種類の無停電電源 
装置を提供しており、それぞれ ESMPRO / UPSController、PowerChute Business Edition で 
管理 • 制御します。 


ネットワーク管理 


ESMPRO / ServerManager 、 ESMPRO / ServerAgent を使用することにより、本体に内蔵され 
ている LAN 力ードの障害や、回線の負荷率等を監視することができます。 

また、別売の ESMPRO / Netvisor を利用することにより、ネットワーク全体の管理を行うこと 
ができます。 
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導入にあたつて 

本装置を導入するにあたって重要なポイントについて説明します。 

システム構築のポイント 

実際にセツトアップを始める前に、以下の点を考慮してシステムを構築してください。 


運用方法の検討 

「特長」での説明のとおり、本装置は運用管理•信頼性に関する多くのハードウェア機能を持 
ち、用途に応じてさまざまなソフトウェアが添付されています。 

システムのライフサイクルの様々な局面において、「各ハードウェア機能および添付ソフト 
ウェアのどれを使用して、どのような運用するか？」などを検討し、それに合わせて必要な 
ハードウエアおよびソフトウエアのインストール/設定を行ってください。 


稼動状況.障害の監視' および保守 

本体に標準添付の 「 ESMPRO / ServerManager 」、「 ESMPRO / ServerAgent 」 を利用すること 
により、リモートからサ_パの稼動状況や障害の監視を行い、障害を事前に防ぐことや万一の 
場合に迅速に対応することができます。 

運用の際は、 「 ESMPRO / ServerManager 」 、 「 ESMPRO / ServerAgent 」 を利用して、万一の 
トラプルからシステムを守るよう心がけてください。 



なお、本装置に障害が発生した際に、 NEC フィールディング（株）がアラート通報を受信して 
保守を行う「エクスプレス通報サービス」を利用すれば、低コストで Express 5800シリーズ 
の陣害監視 • 保守を行うことができます。 

「エクスプレス通報サービス」を利用することもご検討ください。 
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システムの構築 • 運用にあたっての留意点 

システムを構築 • 運用する前に、次の点について確認してください。 

出荷時の状態を確認しましょう 

本製品を導入する前に、出荷時の状態を確認してください。 

• オペレーティングシステムのインス I ■'ール状態について 

注文により出荷時の状態に次の2種類があります。 


出荷時のモデル 

説明 

カスタムインストール 

ビルド-トゥ-オーダーにて Windows Server 2003のインストールを指定され 
た場合。 

未インストール 

ビルド • トゥ • オーダーによる〇 S のインストールを希望されなかった場合。 


出荷時のオペレーティンヴシステムのインストール状態により、必要なセットアップ作 
業が異なります。16ぺージの説明に従ってセツトアップを行ってください。 


• パーティション構成について 

本装置では、セットアップすると1台目のディスクの先頭に保守用の領域（保守用パー 
テイシヨン）が自動的に作成されます。 



保守ユーティリティが格納されています。また， EXPRESSBUILDER 
でのセ、 V トアップ時に作業領域としても利用されます。オペレーティ 
ングシステムが6 「EISA 構成」、または 「MAINTE_P」 の FAT パー 
ティシ ヨンと して認識され ます。 
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セットアップの手順を確認しましよう 

システムを構築するにあたり、「セットアップ」は必要不可欠なポイントです。 

セットアップを始める前にセットアップをどのような順序で進めるべきか十分に検討してく 
ださい。 

必要のない手順を含めたり、必要な手順を省いたりすると、システムの構築スケジュールを狂 
わせるばかりでなく、本装置が提供するシステム全体の安定した運用と機能を十分に発揮でき 
なくなります。 


• <その1> 運用方針と障害対策の検討 

ハードウエアが提供する機能や採用するオペレーティングシステムによって運用方針や 
セキュリティ、障害への対策方法が異なります。 

「特長 （2 ページ)」に示す本装置が提供する機能を十分に利用したシステムを構築できる 
よう検討してください。 

また、システムの構築にあたり、ご契約の保守サービス会社および弊社営業担当にご相 
談されることもひとつの手だてです。 


• くその2> ハードウェアのセットアップ 

本体の電源を 0 N にできるまでのセットアップを確実に行います。この後の「システムの 
セットアップ」を始めるために運用時と同じ状態にセットアップしてください。詳しく 
は、16ページに示す手順に従ってください。 

ハードウェアのセットアップには、オプションの取り付けや設置、周辺機器の接続にカロ 
えて、内部的なパラメータのセットアップも含まれます。ご使用になる環境に合わせた 
パラメータの設定はオペレーティングシステムや管理用ソフトウエアと連携した機能を 
利用するために大切な手順のひとつです。 


參 <その3> システムのセットアップ 

オプションの取り付けや BIOS の設定といったハードウエアのセットアップが終わった 
ら、ハードディスクドライブのパーティションの設定やディスクアレイの設定、オペレー 
ティングシステムや管理用ソフトウエアのインストールに進みます。 

— 初めてのセットアップの場合 

初めてのセットアップでは、お客様が注文の際に指定されたインストールの状態に 
よってセットアップの方法が異なります。 

「カスタムインス!ル」を指定して購入された場合は、本体の電源を 0 N にすれば 
自動的にセットアップが始まります。セットアップの途中で表示される画面のメッ 
セージに従って必要事項を入力していけばセットアップは完了します。 

「未インストール」にて購入された場合は、添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 CD-ROM 
が提供する自動セットアップユーティリティ「シームレスセットアップ」を使用し 
ます。シームレスセットアップでは、はじめにセットアップに必要な情報を選択 • 
入力するだけであとの作業はシームレス（切れ目なく）で自動的に行われます。 

- 未インス I ルのセットアップ.再セットアップの場合 

シームレスセットアップを使用してください。煩雑な作業をシームレスセットアッ 
プが代わりに行います。 
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本装置がサポートしている 0 S は Microsoft ® Window % Server 2003 Standard Edition 
日本語版（以降 、 「Windows Server 2003」と呼ぶ）です。 

その他の OS をインス I ルするときはお買い求めの販売店または保守サービス会社に 
お問し' 1 合わせください。 

「Windows Server 2003」では、ディスクアレイの設定から管理用ソフトウェアのイン 
ストールまでの作業をシームレスセットアップが行います。 

本装置固有のセットアップは （0 S を除く）、シームレスセットアップが代わりに行いま 
す。セットアップでは、シームレスセットアップを利用することをお勧めします。 

• くその4> 障害処理のためのセットアップ 

障害が起きたときにすぐに原因の見極めや解決ができるよう障害処理のためのセット 
アップをしてください 。 Windows Server 2003に関しては、本書で説明しています。 

• くその5> 管理用ソフトウェアのインス!-ールとセットアップ 

出荷時にインス I ル済みの管理用ソフトウェアや、シームレスセットアップやマニュ 
アルでインス I ''ールしたソフトウェアをお使いになる環境にあった状態にセットアップ 
します。また、本装置と同じネットワーウ上にある管理 PC にインストールし、本装置を 
管理•監視できるソフトウェアもあります。併せてインストールしてください。なお、使 
用を開始する前に使用環境に合わせた設定が必要になる場合があります。詳しくは「ソ 
フトウェア編」をご覧ください。 

• くその6> システム情報のパックアップ 

保守ツールを使って本製品のマザーボード上にある設定情報のパックアップを作成しま 
す。マザーポードの故障などによるパーツ交換後に以前と同じ状態にセットアップする 
ために大切な手順です。詳しくは42ページをご覧ください。 


各運用管理機能を利用するにあたって 

本装置で障害監視などの運用管理を行うには、標準添付の ESMPRO / ServerAgent 、 および 
ESMPRO / ServerManager 、 または別売の同ソフトウエアが必要となります。この後で説明す 
るセットアップ手順、またはソフトウエアの説明書（別売の場合）に従って各ソフトウエアの 
インス I ル、および必要な設定を行ってください。 

各運用管理機能を利用する際には、以下の点にご注意ください。 


• サーバ管理機能を利用するにあたって 

— 本体の各コンポーネント （ CPU / メモリ/ディスク/ファン）の使用状況の監視や才 
ペレーティングシステムのス I ル監視など、監視項目によっては ESMPR 0/ 
ServerManager 、 および ESMPRO / ServerAgent でしきい値などの設定が必要にな 
ります。詳細は、各ソフトウェアに関する説明やオンラインヘルプなどを参照して 
ください。 




ストレージ管理機能を利用するにあたって 

- 標準装備 SATA HostRAID ™ を使用する場合 

Adaptec Storage Manager ™ - Browser Edition をインストールしておく必要があ 
ります。「ソフトウェア編」の r Adaptec Storage Manager ™ - Browser Edition 」 
の説明に従って Adaptec Storage Manager ™ - Browser Edition をインストールし 
てください。 

ディスクアレイシステムを構築する際は、ディスク稼働率や予防保守性を高めるた 
めにも、アレイディスクの整合性チェックを定期的に行うことをお勧めします（才 
ンラインドキュメント rAdaptec Storage Manager ™ - Browser Edition ユーザー 
ズマニュアル」の「タスクの作成と表示」を参照してください)。 

- パックアップファイルシステムを使用する場合 

テープパックアップ装置を使用する場合は、クリーニングテープを使って定期的に 
へッ ドを清掃するよう心がけてください。 へッ ドの汚れはデータの読み書きエラー 
の原因となり、データを正しくパックアップ/リストアできなくなります。テープド 
ライプやテープの状態を監視する「テープ監視ツール」を使用することをお勧めし 
ます。テープ監視ツールについては「ソフトウェア編」を参照してください。 

電源管理機能を利用するにあたって 

- 無停電電源装置 ( UPS ) を利用するには、専用の制御用ソフトウェア （ ESMPRO / 
UPSController , PowerChute plus ) または、オペレーティングシステム標準の 
UPS サービスのセットアップが必要です。 

一 無停電電源装置 ( UPS ) を利用する場合、自動運転や停電回復時のサーバの自動起 
動などを行うには BIOS の設定が必要となる場合があります。「システム BIOS の 
セットアップ （102 ページ)」を参照して、 「 Server 」 メニューにある 「 AC - LINK 」 
の設定をご使用になる環境に合った設定に変更してください。 
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ぉ客様登録 

NEC では、製品ご購入のお客様に 「Club Express 会員」への登録をご案内しております。添 
付の「お客様登録申込書」に必要事項をご記入の上、エクスプレス受付センターまでご返送い 
ただくか、または Club Express のインターネツトホームページ 

http :// club . express . nec . co . jp / 

にてご登録ください。 



「Club Express 会員」のみなさまには、ご希望により Express 5800シリーズをご利用になる上 
で役立つ情報サービスを、無料で提供させていただきます。サービスの詳細は Club Express 
のインターネットホームページにて紹介しております。ぜひ、ご覧ください。 
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セットアップを始める前に 

セツトアップの順序と参照するページを説明します。セツトアップはハードウェアから始めま 
す。 



ビルド • トウ • オーダーで Windows Server 2003のインストールを指定し 
た場合は、本体に Windows のプロダクトキーが記載された ID ラベルが貼りつ 
けられています。 


Product Key： 

AAAAA-BBBBB-CCCCC-DDDDD-EEEEE 

miiiniiinii 

〇〇〇〇〇-〇〇〇-〇〇〇-〇〇〇 


◦ s のセットアップや再インストール時に必要な情報です。剥がしたり汚した 
りしないよう注意してください。もし剥がれたり汚れたりして見えなくなった 
場合はお買い求めの販売店または保守サービス会社に連絡してください。あら 
かじめプ□ダクトキーをメモし、他の添付品といっしょにメモを保管されるこ 
とをお勧めします。 


EXPRESSBUILDER がサボートしているオプションポード 


添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM でサポートしているオプションボードは、以下にな 
ります。もし、下記以外のオプションボードを接続するときは、オプションボード添付のマ 
ニュアルと「応用セットアップ」 （43 ページ）を参照してセットアップしてください。 

• EXPRESSBUILDER にて OS のインス I ^ールをサボートしているボード 

— SATA HostRAD (マザーボード上のコント□—ラを利用） 

• その他のオプション 

- N 8 103-65 SCSI コント□ー ラ 
— N 8 103-56 SCSI コント□ー ラ 
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次の順序でハードウエアをセットアップします。 

1. 別途購入したオプションを取り付ける （—74 ページ)。 



Windows Server 2003をお使いの環境で DIMM を増設した場合は、 OS の起動後 
に「ぺージングファイルサイズ」を設定し直してください。詳しくは22ぺージ 
を参照してください。 


2. 本体に最も適した場所に設置する （—58 ページ)。 

3. ディスプレイ装置やマウス、キーポードなどの周辺装置を本体に接続する （—61 
ベージ)。 

4. 添付の電源コードを本体と電源コンセントに接続する （—63 ページ)。 

5. ハードウエアの構成やシステムの用途に応じて BIOS の設定を変更する。 

102ページを参照してください。 

BIOS のパラメータで時刻や日付の設定が正しく設定されているか必ず確認し 
てください。 






16 セツトアツプを始める前に 


システムのセツトアツ 



ハードウエアのセットアップを完了したら、お使いになるオペレーティングシステムに合わせ 
て後述の説明を参照して<ださい。再インストールの際にも参照して<ださい。 


スタート 



セツトアップ完了 


*2 Windows Server 2003以外の OS のインストール 
方法については本装置に添付の別冊の説明書を参照 
するか、彳呆守サービス会社にお問い合わせください。 
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Windows Server 2003のセツトアップ 


ハードウエアのセットアップを完了してから 、 Windows Server 2003やシステムのセット 
アップをします。再インストールの際にも参照してください。 


カスタムインスIルモデルのセットアップ 


「ビルド•トゥ • オーダー」で「カスタムインストール」を指定して購入された本体のハード 
ディスクドライプは、お客様がすぐに使えるようにパーティションの設定から、 OS 、 本装置 
が提供するソフトウエアがすべてインス I ルされています。 


^ ここで説 B 月する手順は、「カスタムインストール」を指定して購入された製品 
で初めて電源を ON にするときのセットアップの方法について説 B 月していま 
す。再セツトアップをする場合や、その他の出荷状態のセットアップをする場 
合は、「シームレスセットアップ」を参照して<ださい。 


セットアップをはじめる前に（購入時の状態について） 

セットアップを始める前に次の点について確認してください。 

本体のハードウエア構成（ハードディスクドライブのパーティジョンサイズも含む）やハード 
ディスクドライブにインストールされているソフトウエアの構成は、購入前のお客様による 
オーダー（ビルド•トゥ•オーダー）によって異なります。 

下図は、ハードディスクドライブのパーティション構成について図解しています。 
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セットアップの手順 

次の手順で本体を起動して、セットアップをします。 

1. 周辺装置、本体の順に電源を ON にし、そのまま Windows を起動する。 

[Windows Server 2003セットアップ]画面が表示されます。 

2. [次へ]をクリックする。 

[使用許諾契約]画面が表示されます。 

3. [同意します]にチェックをして、[次へ]をクリックする。 

以降、使用者名などの設定画面が次々と表示されます。 

4. 画面の指示に従って必要な設定をする。 

セットアップの終了を知らせる画面が表示されます。 

5. [完了]をクリックする。 

システムが再起動します。 

6. 再起動後、システムに□グオンする。 

7. 30ページの手順12以降を参照して、ネットワークドライパの詳細設定をする。 

8. オプションのデバイスでドライバをインストールしていないものがある場合は、ド 
ライパをインス I ルする。 

9. 35ページを参照して障害処理のためのセットアップをする。 

10. 出荷時にインス I ル済みのソフトウェアの設定およびその確認をする。 

インストール済みのソフトウェアはお客様が購入時に指定したものがインストール 
されています。例として次のようなソフトウェアがあります。 

— ESMPRO/Server Agent 

—エクスプレス通報サービス* 

— Adaptec Storage Manager ™ - Browser Edition * 

- ESMPRO/UPSController (本ソフトウ i アを購入された場合のみ）* 

— P ⑽ erChute p/us (本ソフトウェアを購入された場合のみ）* 

上記のソフトウェアで「*」印のあるものは、お客様でご使用になる環境に合った状 
態に設定または確認をしなければならないソフトウェアを示しています。「ソフト 
ウェア編」の「本体用パンドルソフトウェア」を参照して使用環境に合った状態に 
設定して、だ cf ぃ。 

11. 42ページを参照してシステム情報のパックアップをとる。 

以上でカスタムインス I ■'ールで購入された製品での初めてのセットアップは終了です。再セッ 
トアップをする際は「シームレスセットアップ」を使ってください。 
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EXPRESSBUILDER の「シームレスセットアップ」機能を使ってセットアップをします。 

「シームレスセットアップ」とは、ハードウエアの内部的なパラメータや状態の設定からオペ 
レーティングシステム (Windows Server 2003) > 各種ユーティリティのインストールまでを 
添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM を使って切れ目なく（シームレスで）セットアップで 
きる Express 5800シリーズ独自のセットアップ方法です。ハードディスクドライプを購入時 
の状態と異なるパーティション設定で使用する場合や OS を再インストールする場合は、シー 
ムレスセットアップを使用してください。煩雑なセットアップをこの機能が代わって行いま 
す。 


ht ( C)NEC Corporation 2004 


ill 


, i-itoiSii ■詈 J ■ 

r シームレスセットアップ j とは、ハードウエア 
の内部的なパラメータや状態©設定から os* 各福 
1 J ティのイン x 卜ールまでを添付の 
CD-ROM rEXPRESSBUILDERj を使って切れ目なく 
(シームレスで）セツトアップできる独自の 
セットアップ方法です • 



シームレスセットアップは*セットア5 
する前にセットアップに必要な情*を編集し 
プロ ッビー ディスクに保存し.セットアップ®睽 
にその情*を逐一読み出して自動的に一連®セッ 
トアップを進めるというものです • 

こ®とぎ使用されるフロツビ^ 1 イスク®ことを 
r セットアップパラメータ FDJ と呼びます • 


シームレスセットアップは、セットアップを開始する前にセットアップに必要な情報を編集し 
フロッピーディスクに保存し、セットアップの際にその情報を逐一読み出して自動的に一連の 
セットアップを進めるというものです。このとき使用されるフロッピーディスクのことを 
「セットアップ パラメータ FD 」 と呼びます。 


^ シームレスセットアップを使用しないインス!ル方法など、特殊なセット 
アップについては、43ページの「応用セットアップ」で説明しています。 
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• 「セットアップ パラメー タ FD 」 とは シームレス セットアップの途中で設 

定 • 選択する情報が保存されたセットアップ用ディスクのことです。 

シームレスセットアップは、この情報を基にしてすベてのセットアップ 
を自動で行います。この間は、本体のそばにいて設定の状況を確認する 
必要はありません。また、再インストールのときに前回使用したセット 
アップパラメータ FD を使用すると、前回と同じ状態にセットアップする 
ことができます。 

參 セットアップパラメータ FD は EXPRESSBUILDER パッケージの中のブ 
ランクディスクをご利用ください。 

參 セッ ト アップ パラメータ FD は EXPRESSBUILDER にある 

「 ExpressPicnic ®」 を使って事前に作成しておくことができます。 

事前に「セットアップパラメータ FD 」 を作成しておくと、シームレス 
セットアップの間に入力や選択しなければならない項目を省略すること 
ができます。（セットアップパラメータ FD にあるセットアップ情報は、 
シームレスセットアップの途中で作成•修正することもできます）。本 
装置の他に Windows 95/98/ Me、Windows NT 3.51 以降 、 Windows XP / 
2000または Windows Server 2003で動作しているコンピュータがお手元 
にある場合は、 ExpressPicnic を利用してあらかじめセットアップ情報を 
編集しておくことをお勧めします。 

ExpressPicnic を使ったセットアップパラメータ FD の作成方法について 
は、153ぺージで説明しています。 


OS のインス I -ールについて 

os のインストールを始める前にここで説明する注意事項をよく読んでください。 

本装置がサボートしている os について 

本装置がサポートしている OS は Microsoft ® Windows ® Server 2003 Standard Edition 日本 
語版（以降 、 「Windows Server 2003」と呼ぶ）です。 

その他の OS をインストールするときはお買い求めの販売店または保守サービス会社にお問い 
合わせくたさし''。 


BIOS の設定について 

Windows Server 2003をインストールする前にハードウエアの BIOS 設定などを確認してく 
ださい。102ページを参照して設定してください。 
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Windows Server 2003 につし、て 

Windows Server 2003は、シームレスセットアップでインストールできます。ただし、次の 
点について注意してください。 


两~〇 • インストールを始める前にオプションの増設や本体のセットアップ 
re 身 ( bios やオプションポードの設定）をすベて完了させてください。 

• 弊社が提供している別売のソフトウェアパッケージにも、インス!ル 
に関する説明書が添付されていますが、本装置へのインストールについ 
ては、本書の説明を参照してください。 

• シームレスセットアップを完了した後に35ページを参照して「メモリ 
ダンプの設定」などの障害処理のための設定をしてください。 


• ミラー化されているポリユームへのインストールについて 

[ディスクの管理]を使用してミラー化されているボリュームにインストールする場合 
は、インストールの実行前にミラー化を無効にして、ベーシックディスクに戻し、イン 
ストール完了後に再度ミラー化してください。 

ミラーポリュームの作成あるいはミラーボリュームの解除および削除は[コンピュータ 
の管理]内の[ディスクの管理]から行えます。 

• MO 装置の接続について 

インストール時に M 0 装置を接続したままファイルシステムを NTFS に設定すると、ファ 
イルシステムが正しく変換されない場合があります。ファイルシステムが正しく変換さ 
れなかった場合は、 M 0 装置を外してインストールを最初からやり直してください。 

• DAT 等のメディアについて 

シームレスセットアップでは、 DAT 等のインストールに不要なメディアはセットしない 
でください。 

• ハードディスクドライブの接続について 


0 S をインストールするハードディスクドライプ以外のハードディスクドライプを接続 
する場合は、 0 S をインス!ルした後から行ってください。また、論理ドライプを複数 
作成している場合は、「論理ドライプが複数存在する場合の再セットアップ手順」 (45 ペー 
ジ)を参照してください。 
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• 作成するパーティションサイズについて 

システムをインストールするパーティションの必要最小限のサイズは、次の計算式から 
求めることができます。 

インス I ルに必要なサイズ+ページングファイルサイズ+ダンプファイルサイズ 

インス I '■ールに必要なサイズ= 2900 MB 

ページングファイルサイズ（推奨）=搭載メモリサイズ X 1.5 

ダンプファイルサイズ=搭載メモリサイズ +12 MB 


• 上記ページングファイルサイズはデバッグ情報(メモリダンプ）採取の 

Bto ために必要なサイズです。ページングファイルサイズの初期サイズを 

「推奨」値未満に設定すると正確なデバッグ情報（メモリダンプ）を採 
取できない場合があります。 

• 1つのノ v •—ティションに設定できるページングファイルサイズは最大で 
4095 MB です。搭載メモリサイズの1 .5 倍のサイズが4095 MB を超え 
る場合は、4095 M 巳で設定してください。 

• 搭載メモリサイズが 2GB 以上の場合のダンプファイルの最大は 
「2048MB+12MB」 以上です。 

• その他アプリケーションなどをインストールする場合は、別途そのアブ 
U ケーシヨンが必要とするパーティシヨンサイズを追加してください。 


例えば、搭載メモリサイズが 512 MB の場合、必要最小限のパーティションサイズは、前 
述の計算方法から 


2900 MB + (512 MB X 1.5) + (512 MB + 12 MB ) = 4192 MB 
となります。 


シームレスセッ ト アップでインストールする 場合、必要最小限の パーティシヨ 
ンサイズを 「上記の必要最小限の パーティシヨンサイズ + 850 MB 」 または 
「4095 MB 」 のうち、どちらか大きい値に設定してください。 


• ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブへの再インスI-一 

ルについて 


ダイナミックディスクへアップグレードしたハードディスクドライブの既存のパーティ 
ションを残したままでの再インストールはできません。 

既存のパーティションを残したい場合は、 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM に格納されて 
いるオンラインドキュメント 「Microsoft Windows Server 2003 Standard Edition イン 
ストレージョンサプリメントガイド」を参照して再インストールしてください。 

インストレーションサプリメントガイドにもダイナミックディスクへのインストールに 
関する注意事項が記載されています。 
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• ディスク構成について （「EISA 構成」と表示されている領域について） 

ディスク領域に 「 EISA 構成」と表示された領域が存在する場合があります。構成情報や 
ユーテイリティを保存するための保守用パーテイシヨンです。削除しないでください。 
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セットアップの流れ 

シームレスセットアップで 行う セットアップの 流れを図に示します。 



■戻る_ 


注意事項、制限事項の記載を読む 


確認 

インス!-ール方法を選択する 


Yes 


■中止 ■ 




ディスクアレイのコンフィグレーション※1 
1 

再起動 

i 

保守用パーティションの作成 
1 

再起動 

1 

各種ユーティリティのインストール 
1 

再起動※2 

i 

OS パーティションの作成 

i 

再起動 

1 

0 S パーティションのフォーマツ ト 

i 

os 差分モジュールのコピー 
1 

選択したアプリケーションのモジュールのコピー 


_ I :入力や選択が必要な作業 

I I :自動的に作業が進む内容 

※l 標準装備または、オプションのコントローラが搭載されたシステムで、 「RAID の新規作成」がチェックされて 
いる場合のみ実行される。 

※2 0 S の選択で[その他]を選択したときはここで終了する。 
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セットアップの手順 

次にシームレスセットアップを使ったセットアップの手順を説明します。 

セットアップパラメータ FD を準備してください。事前に設定したセットアップパラメータ FD 
がない場合でもインストールはできますが、その場合でも 1.44 MB の DOS フォーマット済みの 
フロッピーディスウが1枚必要となります。セットアップパラメータ TO は EXPRESSBUILDER 
パッケージの中のブランクディスクを使用するか、お客様でフロッピーディスクを1枚用意し 
てください。 


• システムの構成を変更した場合は「システムのアップデート」 （41 ペー 
ジ）を行ってください。 

• Windows Server 2003の起動後にネットワークアダプタなどのドラ 
イバの変更、または追加する場合は、オンラインドキュメントの 
「Microsoft Windows Server 2003 Standard Edition インスト 
レーシヨンサプリメントガイド」を参照してください。 


1. 周辺装置、本体の順に電源を 0 N にする。 



參 OS をインストールするときに M 0 装置を接続したまま作業を行うと、イ 
ンストールに失敗することがあります。失敗した場合は、 M 〇装置を外 
してインストールを最初からやり直してください。 

參 OS をインストールするハードディスクドライブ以外のハードディスク 
ドライブを接続する場合は、 0 S をインストールした後から行ってくだ 
さい。 

參 論理ドライブを複数作成している場合は、「論理ドライブが複数存在す 
る場合の再セットアップ手順」 （45 ぺージ)を参照してください。 


2. 本体の光ディスクドライブに 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM をセットする。 

3. CD - ROM をセットしたら、リセットする （< Ctrl > + く Alt 〉 十く Delete 〉 キーを押 
す）か、電源を 0 FF /0 N してシステムを再起動する。 

CD - ROM からシステムが立ち上がり、 EXPRESSBUILDER が起動します。 

4. [シームレスセットアップ]をクリックする。 

「セツ ト アップパラメータ FD を挿入してください。」というメッセージが表示されま 


す0 
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5. 「セットアップパラメータ FD 」 をフロッピーディスクドライブにセットし、[確認] 
をクリックする。 


^ • 「セットアップパラメータ l=D」 をお持ちでない場合でも、 1.44MB の 

民ェック I DOS フォーマット済みフロッピーディスク（プランクディスク）をフ 

ロッビーディスクドライプにセットし、[確認]をクリックしてくださ 
い。 

• セツトしたセツトアップパラメータ ro は指示があるまで取り出さないで 
<ださい。 


[設定済みのセットアップパラメータ FD をセットした場合] 

セットした「セットアップパラメータ FD 」 内のセットアップ情報ファイルが表示さ 
れます。 

(1) インストールに使用するセツトアップ情報ファイル名を選択する。 


•X 選択されたセ'ソトアップ情報ファイルに修正できないような問題がある場合 

民エックI (たとえば ExpressPicnic Ver.4 以前で作成される 「Picnic-FD」 をセットしてい 
るときなど）、再度「セ、ソトア、ソプパラメータ FD」 のセットを要求するメッセー 
ジが表示されます。セ、ソトしたフロッピーディスクを確認して<ださい。 



セットアップ情報ファイルを指定すると、「セットアップ情報ファイルのパラメータ 
の確認、修正を行いますか」というメッセージが表示されます。 

(2) 確認する場合は[確認]を、確認せずにそのままインストールを行う場合は、 
[スキッフ°]をクリックする。 

[確認]をクリック—手順7へ進む 

[スキ'ンフ° ] をクリック—手順8へ進む 
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[ブランクディスクをセツトした場合] 

(1) [ファイル名: (A)] の下にあるボックス部分をクリックするか、 <A» キーを押 
す。 

入カボックスが表示されます。 



(2) ファイル名を入力し、[確定]をクリックする。 

[オペレーティングシステムインス!ルメニュー]が表示されます。リスト 
には、この装置がサボートしている〇 S が表示されます。 

(3) リストボックスからインス!ルする [WindowsServer 200 3] を選択す 
る0 


オペレーティングシステムインストールメニュー 


Windows Server 2003 


その他 

戻る 
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6. OS のインス!ル中に設定する内容を確認する。 

標準装備の RAID コント□—ラを使用しているか、または本体に RAID コント□—ラ 
が搭載されている場合は、[アレイディスウの設定]画面が表示されます。設定内容 
を確認し、必要なら修正を行ってから[次へ]をクリックしてください。 



次に、[基本情報]画面が表示されます。設定内容を確認し、必要なら修正を行って 
から[次へ]をクリックしてください（画面中の「対象マシン」は機種によって表 
示が異なります。） 

以降、画面に表示される[次へ]、[戻る]、 h ルア]をクリックして設定を確認しな 
がら画面を進めて<ださい。設定内容は必要に応じて修正してください。 


<表示例> 
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參 0 S をインス!-ールするパーティションは、必要最小限以上のサイズで 
確保してください （22 ページ参照)。 

拳 「パーティションの使用方法」で「既存パーティションを使用する」を 
選択すると、最初のパーティション（保守用パーティションを除く）の 
情報はフォーマツトされ、すべてなくなります。それ以外のパーティ 
シヨンの情報は保持されます。下図は、保守用パーティションが用意さ 
れている場合に情報が削除されるパーティションを示しています。 


第 1 パーティション 

第2パーティション 

第 3 パーティション 

第 4 八°ーテイシヨン 

く 保守 用 パーテイシヨン〉 

保持 

削除 

保持 

保持 


• ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブの 
既存のパーティションを残したまま再インス I -ールすることはできませ 
ん （22 ページ参照)。「パーティションの使用方法」で「既存パーティ 
ションを使用する」を選択しないでください。 

參 「パーティション」に4095 MB 以外を指定した場合は NTFS への コン 
バートが必要です。 

• 「パーティションの使用方法」で「既存パーティションを使用する」を 
選択したとき、流用するパーティション以外（保守領域を除く）にパー 
ティションが存在しなかった場合、そのディスクの最大領域を確保して 
Windows Server 2003をインストールします 0 

• 設定内容に不正がある場合は、次の画面には進めません。 

• 前画面での設定内容との関係でエラーとなり、前画面に戻って修正し直 
さなければならない場合もあります。 

• ここでは日本語の入力はできません。使用者名と会社名を日本語で入力 
したい場合は、□グオン後に入力画面がポップアップされますので、そ 
の時に再入力し、設定してください。ここでは、仮の名前を入力してく 
ださい。 



• [基本情報]画面にある[再読込]をクリックすると、セットアップ情 
報ファイルの選択画面に戻ります。[再読込]は、[基本情報]画面にの 
みあります。 

參[コンピュータの役割]画面にある[終了]をクリックすると、その後 
の設定はシームレスセットアップの既定値を自動的に選択して、インス 
トールを行います。 


設定を完了すると自動的に再起動します。 


オプションの大容量記憶装置ドライバのモジュールをコピーする。 

オプションの大容量記憶装置ドライバをインス I -ールする場合は、大容量記憶装置 
に添付されているフロッピーデイスクをフ□ッピーディスクドライブにセツトレ、 
メッセージに従って操作してください。 


「犬容量記憶装置用 0 EM - FD 」 をフロッピーディスク 
ドライブに挿入してください。 


0 K 終了 
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8. 追加するアプリケーションをインス!ルする。 

シームレスセットアップに対応しているアプリケーションを追加でインストールす 
る場合は、メッセージが表示されます。 


追加するアプリケーションのインス1^ール 

媒体を CD - ROM またはフロ 

ッピーディスク 

ドライブに挿入してください。 



0 K 

終了 



9. メッセージに従って 「EXPRESS 巳 UILDER」CD-ROM とセットアップパラメータ 
FD を光ディスクドライブとフロッピーディスクドライブから取り出し、 

Windows Server 2003 CD-ROM を光ディスクドライブにセットする。 

[ソフトゥ1ア使用許諾契約]画面が表示されます。 

10. よく読んでから、同意する場合は、[同意します]をクリックするか、 <F8> キーを 
押す。同意しない場合は、[同意しません]をクリックするか、く F3> キーを押す。 



肩-〇 同意しないと、セットアップは終了し 、 Windows Server 2003はインス 
Bfai 卜ールされません。 


Windows Server 2003と指定したアプリケーシヨンは自動的にインストールされ、 
システムに□ヴオンします。 


11.PROSet をインストールする。 

PROSet は、ネットワークドライパに含まれるネットワーク機能確認ユーティリ 
テイです。 

PROSet を使用することにより、以下のことが行えます。 

ーアダプタ詳細情報の確認 

- ループバックテスト、バケット送信テストなどの診断 
— Teaming の設定 

ネットワークアダプタ複数枚をチームとして構成することで、装置に耐障害性に優 
れた環境を提供し、装置とスイッチ間のスループットを向上させることができま 
す。 

このような機能を利用する場合は、 PROSet が必要になります。 

PROSet をインストールする場合は、以下の手順に従って<ださい。 
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(1) 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM を光ディスクドライプにセットする。 

(2) エクスプローラを起動す る。 

<標準の スター ト メニューモー ドの手順> 

スター トメ ニューから[エクスプローラ] をウリ ック する。 

く クラシック スタートメニューモー ドの手順〉 

スタートメニューから[プログラム]、[アクセサリ]の順にポイントし、[エクス 
プローラ]をクリックする。 

(3) 「< CD - ROM のドライブレタ ー >: ¥ WINNT ¥ DOTNET ¥ BC 5¥ PROSET ¥ WS 03 XP 32 J 
ディレウトリ内の 「 PROSET . EXE 」 アイコンをダブルクリックする。 

Cfntel ( R ) PROSet - Installshield ウィザード]が起動します。 

(4) [次へ]をクリッウする。 

(5) [使用許諾契約の条項に同意します]を選択し、[次へ]をクリックする。 

(6) [標準]を選択し、[次へ]をクリッウする。 

(7) [インストール]をクリックする。 

[ InstallShield ウィザードを完了しました]ウィンドウが表示されます。 

(8) [完了]をクリッウする。 

(9) システムを再起動する。 

12. ネットワークドライバのセットアップをする。 

標準装備のネットワークドライパは、自動的にインストールされますが、転送速度 
と Duplex モードの設定が必要です。 

[ PROSet がインス I 'ールされていない場合] 

(1) 「ローカルエリア接続のプ□パティ」ダイアログポッウスを開く。 

<標準の スター ト メニュー モードの手順> 

1) スタートメニューから[コント□—ルパネル]叫;ネットワーク接続] 

―カルエリア接続] ( Intel ( R ) PRO / 1000 CT Network Connection ) を 
クリックする。 

[□—カルエリア接続の状態]ダイア□ヴボックスが表示されます。 

2) [プ□パティ ] をクリックする。 

<ウラシック スター トメ ニューモー ドの手順〉 

1) スタートメニューから[設定]—*■[ネットワーク接続]をクリッウする。 

2) [□— カル接続]アイコン ( Intel ( R ) PRO / 1000 CT Network Connection ) を 
右クリックし、ポップアップメニューから[プロパティ ] をクリックする。 

(2) [構成]をクリッウする。 

ネットワーウアダプタのプ□パティダイアログボッウスが表示されます。 

(3) [詳細設定]タブをクリッウし、[リンク速度とデュプレックス]をハブの設定値 
と同じ値に設定する。 
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(4) ネットワークアダプタのプロパティダイアログボックスの[〇 K ] をクリックす 
る。 

以上で完了です。 

[ PROSet がインス I '•ールされている場合] 

(1) 「有線ネットワーク用 Intel ( R ) PROSet 」 ダイアログボックスを表示する。 

<標準の スター トメ ニューモー ドの手順> 

スタートメニューから[コント□ー ルパネル; M；lntel PROSel :] をクリックする。 
<クラシックスタートメニューモードの手順> 

1) スタートメニューから[設定]—[コント□-ルパネル]をクリックする。 

2) [有線用 Intel ( R ) PROSet ] アイコンをダブルクリッウする。 

(2) リスト中の [ Intel ( R ) PRO / 1000 CTNetwork Connection ] をクリックして選 
択する。 

(3) [速度]タブをウリックし、リンウ速度とデュプレックス設定をハフの設定と 
同じ値に設定する。 

(4) [有線ネットワーク用 Intel ( R ) PROSet ] ダイアログボックスの[適用]をクリッウ 
し、 [0 K ] をクリックする。 

以上で完了です。 

また、必要に応じてプロトコルやサービスの追加/削除をしてください。[ネットワー 
ク接続]から□—カルエリア接続のプロパティダイアログボックスを表示させて行 
います。 



サービスの追加にて、[ネットワーク モニタ]を 追加する ことを お勧めし ます。 
[ネットワーク モニタ] は、[ネットワーク モニタ] をインストールしたコン 
ピュータが送受信するフレーム（またはパケット） を 監視する ことができます。 
ネットワーク障害の解析などに有効なツー ルです。 インストールの手順は、 こ 
の後の「障害処理のためのセットアップ」を参照してください。 


13. オプションのデバイスでドライバをインス！ルしていないものがある場合は、そ 
れそれを確実にインストールする。 

14. 35ページの「障害処理のためのセットアップ」を参照してセットアップをする。 

15. 42ページを参照してシステム情報のバックアップをとる。 

以上でシームレスセットアップを使ったセットアップは完了です。 
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オプションのネットワークポードのドライバ 

オプションのネットワークボード (N 8104 -1 12/111/103/1 13) を使用する場合について説日月 
します。 


rN8104-1 12/103/113」はドライパが自動的にインストールされますので、ポードに添付の 
ドライパを使用しないでください。 

N8 104-1 11 を使用する場合は、 EXPRESS 巳 UILDER CD-ROM に格納されているドライパをイ 
ンストールしてください。 

N8 104-1 11の場合 

「く CD-ROM のドライフレター x¥WINNT¥DOTNE 丁 ¥BC5¥PR0100¥WS03XP32」 


インストール手順が不明な場合は、インストレーシヨンサプリメントガイドのネツトワークド 
ライパのインストール手順を参照してください。 


N 81 04-1 03が適合している場合 

N 81 04- 103を使用する場合は、 PROSet を起動し [ 詳細設定 ] タブよ 
り、 「 TCP セグメンテーシヨンのオフ□-ド」の値を「オフ」にして 
ご使用ください。 


グラフィックスアクセラレータドライバ 

標準装備のグラフィッウスアウセラレータドライパは、シームレスインストールおよびシステ 
ムのアップデート時に自動的にインストールされます。 

0S のインストール後にグラフィックスアクセラレータドライパを削除し、再インスIルす 
る場合は以下の手順で再インスI^ _ルしてください。 


1. 「EXPRESSBUILDER」CD-ROM を光ディスクドライブにセットする。 

2. スタートメニューから[プ□グラム]、[アクセサリ]の順でポイントし、[エクスプ 
□—ラ]をクリックする。 

3. 「く CD-ROM のドライブレター〉: ¥WINNT¥DOTNET¥VIDEOJ ディレクトリ内 
の [SETUP.EXE] アイコンをダブルクリックする。 

4. ドライバのインス！ルが開始されます。 

メッセージに従って、 Install 作業を進めてください。 

途中、「デジタル署名が見つかりません。」というメッセージが表示された場合は、 
[はい]をクリックし、インストールを続けてください。 

5. 「EXPRESSBUILDERJ CD-ROM を光ディスクドライブから取り出し、画面の指 
示に従って OS を再起動する。 
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SCSI コント□ーラのドライバ 

システムに SCSI コント□—ラ ( N 8103 -65) を追力！]接続する場合、 OS のプラグアンドプレイ機 
能が動作しますが、ドライパは自動でインストールされません。以下の手順でインストールし 
てください。 

1. [スタートメ ニュー]— [コント□—ルパネル]—[管理ツール]—[コンピュータの管 
理]から[デバイスマネージャ ] を起動する。 

2. デバイスマネージャで不明なデバイスとして登録されている SCSI コントローラを 
ダブルクリックする。 

3. [ドライバの更新]をクリックする。 

4. 八ードウエアの更新ウィザードが表示されるので、「一覧または特定の場所からイ 
ンスIルする（詳細)」を選択し、[次へ]をクリックする。 

5. 「検索しないで、インス！ルするドライバを選択する」を選択し、[次へ]をク 
リックする。 

6. [ディスク使用 (H)] をクリックする。 

フロッピーディスウドライブに 「Windows Server 2003 OEM-DISK for 
EXPRESSBUILDERJ をセットして、製造元のファイルのコピー元に 「 a :¥」 と入力 
し、 [0 K ] をクリックします。 

7. 以下のドライブを選択し、[次へ]をクリックする。 

N 8 103-65 使用時 ： [INITIO INI - A 10 XU 2 W PCI SCSI Controller ] 



Windows ロゴテストに合格していない旨のポップアップが出る場合がありま 
すが、システム上問題ありません。 [ OK ] をクリックし処理を継続してください。 


以上でドライパのインストールは完了です。画面の指示に従ってシステムを再起動してくださ 
い。 
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障害処理のためのセットアップ 

障害が起きたとき、より早く、確実に障害から復旧できるように、あらかじめ次のようなセッ 
トアップをしておいてください。 

メモリダンプ（デバッグ情報）の設定 

本体内のメモリダンプ（デパツグ情報）を採取するための設定です。 


メモリダンプの注意 

• メモリダンプの採取は保守サービス会社の保守員が行います。お客様は 
メモリダンプの設定のみを行ってください。 

• ここで示す設定後、障害が発生し、メモリダンプを保存するために再起 
動すると、起動時に仮想メモリが不足していることを示すメッセージが 
表示される場合がありますが、そのまま起動してください。起動し直す 
と、メモリダンプを正しく保存できない場合があります。 


次の手順に従って設定します。 

1. スタートメニューから[コント□ールパネル]を選び、[システム]をクリックす 
る。 

[システムのプロパティ]ダイアログボックスが表示されます。 

2. [詳細設定]タブをクリックする。 

3. [起動と回復]ボックスの[設定]をクリックする。 
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4. テキストボックスにデバッグ情報を書き込む場所を入力する。 

< D ドライプに rMEMORY . DMPJ というファイル名で書き込む場合> 

D:¥MEM 〇 RY.DMP 



胃"〇 • デバッグ情報の書き込みは[完全メモリダンプ]を指定することを推奨 

します。ただし、搭載メモリサイズが 2 GB を超える場合は、[完全メモ 
リダンプ]を指定することはできません(メニューに表示されません)。 
その場合は、[カーネルメモリダンプ]を指定してください。 

• 本装置に搭載しているメモリサイズ +12 MB 以上(メモリサイズが 2 GB 
を超える場合は、2048 MB +12 MB 以上)の空き容量のあるドライブを 
指定してください。 

• メモリ増設により搭載メモリサイズが 2 GB を超える場合は、メモリ増設 
前にデバッグ情報の書き込みを[カーネルメモリダンプ]に変更してく 
ださい。また、メモリ増設により採取されるデバッグ情報(メモリダン 
プ)のサイズが変わります。デバッグ情報(メモリダンプ)の書き込み先ド 
ライブの空き容量を確認してください。 
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5. [パフォーマンス]ボックスの[設定]をクリックする。 

[パフォーマンス オプション]ウィンドウが表示されます。 


^ステムのブ□パテイ 


全胶 I コンピュータ名|ハ'-ドウ I ア r 詳細設定 i | 自劫更新|リモ•■卜| 

Administrator として口対ンしない埸合は、これらのほとんど©変更はできません 
- パフォーマンス—— 

視覚幼果、プ□セウサのスケジュール、メモリ使用、およ U 仮想メモリ 


ユーザーブロファイル 
□ヴオンに聞31したデスクトッブ設定 



設定© J 


起觔と回语 

システム起動、システム睹害、およびデパツグ I 备報 


設定 a ] 


獅変 I —エラ-報告⑧ 


OK | キャンセル | 通用(扭 


6. [パフォーマンスオプション]ウインドウの[詳細設定]タブをクリックする。 





ーマンスに使う設定を逞択してく肢 


⑦ 匕^:: 応じて最適なものを自動的[ご逛択する ' (P 


デザインを優先する ( B 〉 
パフォーマンスを優先する(£> 
カスタム◎: 


B ウィンドウとボタンに視覚スタイルを使用する 

□ ウィンドウを最穴化や最小化するときにアニメーションで表示する 

□ コンポポ妁スをスライドして聞く 

□ スクリーンフォントの揉を消らか(こする 

□タスクパーポタンをスライドする 

□ デスクトッブのアイコン名に影を付ける 

□ ドラック'中にウィンドウの内容を表示する 

□ ヒントをフ I — ドまたはスライドで表示する 

□ フォルタでよく使用するタスクを使用する 

□ マウスポインタの下に影を表示する 




OK 


キやンセル 


通用⑻ 
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7. [仮想メモリ]ボックスの[変更]をクリックする。 



8. [選択したドライブのページングファイルサイズ]ボックスの[初期サイズ]を 
[推奨]値以上に変更し、[設定]をクリックする。 



两~〇 • 必ず 0 S パーティションに上記のサイズで作成してください。ページン 
グファイルの[初期サイズ]を「推奨」値未満に設定すると正確なデ 
バッグ情報（メモリダンプ）を採取できない場合があります。 

• 「推奨」値については、「作成するパーティションサイズについて （22 
ページ)」を参照してください。 

• メモリを増設した際は、メモリサイズに合わせてページングファイルの 
再設定を行ってください。 


9. [0K] をクリックする。 

設定の変更内容によってはシステムを再起動するようメッセージが表示されます。 
メッセージに従って再起動してください。 
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ワトソン博士の設定 

Windows ワトソン博士はアプリケーシヨンエラー用のデバッガです。アプリケーシヨンエ 
ラーを検出するとシステムを診断し、診断情報（ログ）を記録します。診断情報を採取できる 
よう次の手順に従って設定してください。 

1. スタートメニューの[ファイル名を指定して実行]をクリックする。 

2. [名前]ボックスに 「drwtsn32.exe」 と入力し、 [OK] をクリックする。 

[ Windows ワトソン博士]ダイアログボツウスが表示されます。 



3. [ログファイルパス]ボックスに診断情報の保存先を指定する。 



「 DRWTSN 32. LOG 」 というファイル名で保存されます。 

亀〆^ ネツトワークパスは指定できません。口ーカルコンピュータ上のパスを指定し 
[チェック] てください。 
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4. [クラッシュダンプ]ボックスにクラッシュダンプファイルの保存先を指定する。 



「クラッシュダンプファイル」は Windows Debugger で読むことができるバイナ 
リファイルです。 


5. [オプション]ボックスにある次のチェックボックスをオンにする。 

- ダンプシン ポルテー ブル 

- すべてのスレッドコンテキストをダンプ 
一既存のログファイルに追加 

- ウラッシュダンプファイルの作成 

それぞれの機能の説明についてはオンラインヘルプを参照してください。 

6. [0 K ] をクリックする。 


ネットワークモニタのインス I -ール 

ネットワークモニタを使用することにより、ネットワーク障害の調査や対処に役立てることが 
できます。ネットワークモニタを使用するためには、インストール後、システムの再起動を行 
う必要がありますので、障害が発生する前にインストールしておくことをお勧めします。 

1. スタートメニューから[設定]をポイントし、[コント□—ルパネル]をクリック 
する。 

[コント□—ルパネル]ダイア□グボックスが表示されます。 

2. [プ□グラムの追加と削除]アイコンをダブルクリックする。 

[プ□グラムの追力□と削除]ダイア□ヴボックスが表示されます。 

3. [ Windows コンポーネントの追加と削除]をクリックする。 

[ Windows コンポーネントウィザード]ダイアログボックスが表示されます。 

4. コンポーネントの[管理とモニタツール]チェックボックスをオンにして[次へ] 
をクリックする。 

5. ディスクの挿入を求めるメッセージが表示された場合は 、 Windows Server 
2003 CD - ROM を光ディスクドライブにセットして [0 K ] をクリックする。 

6. [ Windows コンポーネントウィザード]ダイア□グボックスの[完了]をクリッ 
クする。 

7. [プ□グラムの追加と削除]ダイア□グボックスの[閉じる]をクリックする。 

8. [コント□—ルパネル]ダイア□グボックスを閉じる。 

ネットワークモニタは、スタートメニューから[プログラム]—[管理ツール]をポイント 
し、[ネットワークモニタ]をウリックすることにより、起動することができます。 
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管理ユーティリティのインスI-ール 

添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM には、監視用の 「 ESMPRO / ServerAgent 」 およぴ管 
理用の 「 ESMPRO / ServerManager 」 などが収録されています。 ESMPRO / ServerAgent は、 
シームレスセットアップで自動的にインス I ルすることができます。 

[スタート]メニューの[プ□グラム]やコント ロー ルパネルにインストールした ユー ティリ 
ティのフォルダがあることを確認してください。シームレスセットアップの設定でインストー 
ルしなかった場合は、第3編の「ソフトウェア編」を参照して個別にインス!■'ールしてくださ 
い。 



ユーティリティには、ネットワーク上の管理 pc にインストールするものもあ 
ります。詳しくは第3編の「ソフトウ I ア編」を参照してください。 


システムのアップデート 

システムのアップデートは、次のような場合に行います。 

• システム構成を変更した場合(内蔵オプシヨンの機器の取り付け/取り外しをした場合） 

• システムを修復した場合 

• パックアップ媒体からシステムをリストアした場合 

(サービスパック関連の Express 5800用差分モジュールを適用したシステムの場合は、 
再度 RUR のフロッピーディスクを使用して Express 5800用差分モジュールを適用して 
ください。このときサービスパックを再適用する必要はありません。） 

管理者権限のあるアカウント （ Administrator など）で、システムに□グインした後、本体の 
光ディスクドライプに 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM をセットしてください。 

表示された画面「マスターコント□—ルメニュー」の[ソフトウエアのセットアップ]を左ク 
リックし、メニューから[システムのアップデート]をウリッウすると起動します。以降は画 
面に表示されるメッセージに従って処理を進めてください。 
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システム情報のノ（ックアップ 

システムのセットアップが終了した後、 EXPRESS 巳 UILDER を使って、システム情報をパック 
アップすることをお勧めします。 

システム情報のパックアップがないと、修理後にお客様の装置固有の情報や設定を復旧（リス 
トア）できなくなります。次の手順に従ってパックアップをとってください。 

1. 3.5 インチフロッピーディスクを用意する。 

2. 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM を本体装置の光ディスクドライブにセットし 
て、再起動する。 

EXPRESSBUILDER から起動して 「 EXPRESS 巳 UILDER トップメニュー」が表示さ 
れます。 

3. [ツール]—[システム情報の管理]を選択する。 

4. [システム情報の管理]から[退避]を選択する。 

以降は画面に表示されるメッセージに従って処理を進めてください。 
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応用セツトアツ 


システムの環境やインス I ルしようとするオペレーティンヴシステムによっては、特殊な手 
順でセツトアップしなければならない場合があります。 


シームレスセットアップ未対応の大容量記憶装置コント□ーラ 
を利用する場合 

最新のディスクアレイコント□-ラなど、本装置に添付の EXPRESSBUILDER に対応していな 
い大容量記憶装置コントローラが接続されたシステムにおいて、 0 S の再インストールなどを 
する場合は、次の手順でセットアップしてください。 




參 ビルド • トウ•オーダーにより、 0 S 組み込み出荷された状態からセッ 
トアップを開始する場合には、本操作を行う必要はありません。 

• シー厶レスセットアップに対応しているオプションボードについては 
「 EXPRESSBUILDER がサボートしているオプションボード」 （14 ペー 
ジ）を参照してください。 


1. セットアップしようとする大容量記憶装置コント□ーラの説明書を準備する。 

W - 本書の内容と大容量記憶装置コントローラの説明書との内容が異なる場合は、 
大容量記憶装置コントローラの説明書を優先してください。 

2. ディスクアレイコント□ーラの場合は、コント□ーラの説明書に従って RAID の設 
定を行う。 

RAID 設定の不要な大容量記憶装置コント□—ラの場合は、手順3へ進んでください。 

3. 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM からシステムを起動させる。 

4. シームレスセットアップを実行し、次のような内容に設定されていることを確認す 
る0 

ーアレイディスクの設定画面が表示された場合は、[既存の RAID を使う]を 
チェックする 

r ^- コントローラによっては、設定画面が現れないことがあります。 

lrm\ 


-[大容量記憶装置用〇 EM-FD の適用をする]をチェックする 



このオプションをチェックすることで、フロッピーディスクで提供されている 
ドライバを読み込ませて、シームレスセットアップを進めることができます。 
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5. シームレスセットアップの途中で[大容量記憶装置用ドライバ]をコピーする。 

大容量記憶装置コント□ーラに添付されているフロッピーディスクをフ□ッピー 
ディスクドライブにセツトし、以降は画面のメッセージに従って操作してください。 


「大容量記憶装置用 OEM - FD 」 をフロッピーディスク 
ドライブに挿入してください。 


0 K 終了 


マニュアルセットアップ 

オペレーティングシステムのインストールは、シームレスセットアップを使用することをお勧 
めしていますが、特殊なインス I ルに対応する場合、マニュアルセットアップが必要になる 
ことがあります。 

シームレスセットアップを使わずに Windows Server 2003をインストールする方法について 
は、 EXPRESSBUILDER に格納されているオンラインドキュメント 「Microsoft Windows 
Server 2⑻3 Standard Edition インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照してくださ 
い。また、あらかじめ EXPRESS 巳 UILDER から、「サポートディスク」を作成しておいてくだ 
さい。 


オプシヨンポードを接続する場合は、オプシヨンポードに添付の説明書も併せ 
て参照してください。 


サポートディスクとは 

シームレスセットアップを使わずに再セットアップするときの手順「マニュアルセットアッ 
プ」では 、 「Windows Server 2003 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER 」 と呼ばれるサボー 
トディスウが必要です。 

「Windows Server 2003 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER 」 には 、 Windows Server 2003 
のインストールで必要となる RAID コントローラや SCSI コント□ーラのドライパなどが含ま 
れています。マニュアルセットアップを始める前に 「Windows Server 2003 OEM-DISK for 
EXPRESSBUILDER 」 を用意してください。 


1. 3.5 インチフロッピーディスクを1枚用意する。 

2. 周辺装置、本体の順に電源を ON にする。 

3. 本体の光ディスクドライブに添付の 「 EXPRESS 巳 UILDER 」 CD - ROM をセツトす 

る 0 

4. CD - ROM をセットしたら、リセットする （< Ctrl >+< Alt >+< Delete > キーを押す） 
か、電源を OFF / ON してシステムを再起動する。 

CD - ROM からシステムが立ち上がり、 EXPRESS 巳 UILDER が起動します。 

5. [ツールメニュー]から[サボートディスクの作成]を選択する。 

6. [サボートディスク作成メニュ ー] から [Windows Server 2003 OEM-DISK 
for EXPRESSBUILDER ] を選択する。 
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7. 画面の指示に従ってフロッピーディスクをセットする。 

「Windows Server 2003 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER 」 が作成されます。 


作成した 「Windows Server 2003 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER 」 はライト 
プ□テクトをし、ラペルを貼って大切に保管してください。 

Windows(Windows 95以降 、 Windows NT 4.0 以降)が動作するコンピュータをお持ちの場合 
は、 Windows 上で EXPRESSBUILDER CD - ROM をセットすると起動する「マスターコント 
□- ルメニュー」から Windows Server 2003 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER を作成す 
ることもできます。 


論理ドライブが複数存在する場合の再セットアップ手順 

再セツトアップをはじめる前に、万一の場合に備えて必ずデータのパッウアップを行ってくだ 
さい。 


再セットアップ手順 

1. 本書および「インストレーションサプリメントガイド」の手順に従ってマニュアル 
セットアップを開始する。 

2. 次のメッセージが表示されたら、 OS をセットアップしたいパーティションを選択 
する。 

次の一覧には' このコンピュータ上の既存のパーティションと未使用の 
領域が表示されています。 

上下の方向キーを使って、一覧からパーティションを選択してください。 


胃 システムポリューム、またはブートボリュームのドライブ文字はセットアップ 
Bto 完了後は修正できません。この画面で正しいドライブ文字が割り当てられてい 
ることを確認してからセツトアツプを続行してください。 


3. 本書および「インストレーシヨンサプリメントガイド」の手順に従ってマニュアル 
セツトアップを続行する。 

以上で完了です。 


セットアップ完了後、再セットアップ前とドライブ文字が異なる場合がありま 
す。ドライブ文字の修正が必要な場合は次項の「ドライブ文字の修正手順」に 
従ってドライブ文字を変更してください。 
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ドライブ文字の修正手順 

以下の手順では、システムポリューム、またはブートボリュームのドライブ文字は変更できま 
せん。ご注意ください。 

1. [スタートメニュー]から[マイコンピュータ]を右クリックし、[管理]を選択して[コ 
ンピュータの管理]を起動する。 

2. 左側のウィンドウの中から、[ディスクの管理]を選択する。 

3. ドライブ文字を変更したいポリュームを選択して右クリックし、[ドライブ文字と 
パスの変更]を選択する。 

4. [変更]をクリックする。 

5. [次のドライブ文字を割り当てる]をクリックし、割り当てたいドライブ文字を選択 
する。 

6. [0 K ] をクリックする。 

7. 以下の確認メッセージが表示されたら、[はい]をクリックする。 

ポリュームのドライプ文字を変更すると、プロヴラムが動作しないことが 
あります。このドライブ文字を変更しますが？ 


8. [コンピュータの管理]を終了する。 

以上で完了です。 
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HostRAro TM について 

ここでは SATA HostRAID の概要およびセットアップ手順について説明します。 


SATA HostRA 旧の概要 


SATA HostRAID とは、システムに標準搭載されたシリアル ATA インタフェースを使用し、 
RAID 機能を提供します。 

SATA HostRAID では、ディスクアレイを制御するドライパとディスクアレイの管理ユーティ 
リティである rAdaptec Storage Manager ™ - Browser EditionJ (以降、 ASMBE と略す)か 
6 構成されています。 

これらのソフトウェアはどちらか一方でも欠けると正常な動作ができません。ドライパは本書 
のセットアップ手順を参照し、 ASMBE は rAdaptec Storage Manager ™- Browser Edition 
ユーザーズマニュアル」を参照して必ず両方のソフトウェアをインス I ルしてください。 


仕様 


ハードディスクドライブ：1チャネルあたり2ドライブ（マザーボードにてチャネル装備） 


RAID レペル： 

0 S : 

ディスクアレイの構築: 


RAID 〇 /RAID 1 

Microsoft Windows Server 2003 Standard Edition/Enterprise 
Edition 

BIOS セットアップユーティリティ、 EXPRESSBULDER 、 およ 
び管理ユーテイリテイ 


特長 

• BIOS セットアップユーティリティにより、ディスクアレイ/標準 SATA の切り替え可能。 

• 管理ユーティリティ ASMBE ( JAVA ベース)はブラウザ ( IE 5.5 以上)を使用するため、管 
理用クライアント PC ごとへのクライアントソフトウエアのインストールが不要(サーバ 
へのインス I ルは必要)。 


两-〇 「本体標準装備の SATA HostRAID を使用してシリアル ATA 八ードディスク 
rea ドライブをディスクアレイで使用している場合は必ず、 「 Advanced 」 メニュー 

の 「Peripheral Configuration」-►「SATA Controller Mode Option 」 を 
「 Enhanced 」 に設定し、 「 Advanced 」 メニューの 「Peripheral 
Configuration」—「SATARAID Enable 」 を 「 Enabled 」 に設定してくだ 
さい。初期値 （「 Disabled 」） のまま起動すると八ードディスクドライブのデー 
夕が壊れる場合があります。」 
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注意事項 


SATA HostRAID 全般に関する注意事項について説明します。 

BIOS セットアップユーティリティに関する注意事項については、102ページを、 ASMBE に関 
する注意/制限事項はオンラインドキュメント r Adaptec Storage Manager ™ - Browser 
Edition ユーザーズマニュアル」を参照し、確認してください。 




rAdaptec Storage Manager 1 M - Browser Edition ユーザーズマニュアル」は本装 
置に添付の EXPRESSBUILDER CD-ROM にオンラインドキュメントとして格 
納されています。 


• SATA HostRAID の機能を使用して作成した RAID ドライブをシステムドライブとして運 
用してください。データ専用領域としては使用できません。 

• SATA HostRAID の機能を使用するためには、ドライバのインス I -ール以外に ASMBE 
のインストールが必須です。 ASMBE のインス!ルについては 、 「Adaptec Storage 
Manager ™ - Browser Edition ユーザーズマニュアル」を参照してください。 

• SATA HostRAID で使用しているハードディスクドライブはホットスワップに対応して 
いません。このため、ハードディスクドライプを交換する場合は、システムの電源を 

〇 FF にした状態で交換してください。（交換するハードディスクドライブは ASMBE 画面 
で接続されている Port 番号を確認してから実施することをお勧めします。） 

• SATA HostRAID では ACPI 機能のスタンバイ/休止モードを使用できません。 

• SATA HostRAID の保守作業は BIOS セットアップユーティリティを使用せず 、 ASMBE 
を使用してください。 

• SATA HostRAID のアレイ保守操作以外は ASMBE のブラウザ表示を終了させておいて 
ください。 

• ASMBE より Verify 機能を利用時、 Timeout が発生する場合があります。システム運営上 
問題はありませんので、そのまま運用願います。 
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SATA HostRA 旧セットアップの流れ 


SATA HostRAID システムをセットアップする作業手順の流れは以下のとおりです。 

Windows Server 2003 


スタート 


巳 I 0 S セットアップユーテイリテイ 
で SATA HostRAID を Enabled 
にして RAID ドライブを作成 


ドライパをインストール 
(0 S をインストール） 


17ページ 


システムのアップデート 


41ページ 


ASMBE のインス I -ール 


*2 


電源制御抑止ドライパの 
インストール 


氺2 


ブラウザとセキュリティの設定 


氺2 


セツトアップ完了 


*1 131ページの RAID コンフィグレーションを参照してください。 HostRA 旧を Enable とする方法 
は132ページの 「 BIOS セットアップユーティリティを使用した RAID の有効化」の項を参照願い 
ます。 RA 旧ドライブの作成方法については、133ページの rArray Configuration Utility 
( ACU ) を使った RA 旧の構築」の項を参照願います。なお、 RAID ドライブの作成は 
EXPRESSBUILDER からも可能です。 EXPRESSBUILDER から RAID ドライブの作成を行う場 
合は、巳 I 0 S セットアップユーティリティを使用して HostRAID を Enabled とする操作のみ実施 
してください。 

*2 Adaptec Storage Manager ™ - Browser Edition ユーザーズマニュアルを参照してくださ 
し、0 
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